
広報にっこう １２

六
斎
市

開
催
日
時
…
毎
月
第
３
土
曜
日
午
前

時
１０

～
午
後
３
時

開
催
場
所
…
Ｊ
Ｒ
駅
前
通
り

今回は、今市市街地で開催される今回は、今市市街地で開催される、、「「いいとこいっぱい」のイベいいとこいっぱい」のイベ

ンントト（夏編（夏編））を紹介しますを紹介します。。

六斎市と今市屋台まつりは六斎市と今市屋台まつりは、、市の中心市街地活性化基本計画の市の中心市街地活性化基本計画の事事

業でもあります。また業でもあります。また、、縁日の二十三夜祭、アーケード利用した縁日の二十三夜祭、アーケード利用したナナ

イトバザールには、地域の熱い思いがこめられていますイトバザールには、地域の熱い思いがこめられています。。

連載特集（全６回）

～日光市中心市街地活性化基本計画～～日光市中心市街地活性化基本計画～ その④その④

こ
の
連
載
に
つ
い
て
く
わ
し
く
は

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

緯（

）１
１
７
６

３０

菩
薩（
追
分
地
蔵
尊
）の
縁
日
の
前
夜
祭
で

ぼ

さ
つ

も
あ
り
ま
す
。
地
元
の
方
々
に
よ
る
、
屋

台
か
ら
の
が
ら
ま
き
や
お
囃
子
の
演
奏
、

多
く
の
夜
店
の
出
店
な
ど
、
催
し
も
の
が

盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル

開
催
日
時
…
８
月

日（
土
）午
後
６
時

１０

３０

分
～
９
時

開
催
場
所
…
今
市
市
街
地
大
通
り

毎
年
、
夏
に
今
市
市
街
地
の
ア
ー
ケ
ー

六
斎
市
は
、

地
域
の
住
民

と
商
業
者
が

交
流
を
深
め

る
販
売
促
進

イ
ベ
ン
ト
で

す
。平

成

年
１７

３
月
に
、
に

ぎ
わ
い
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
が
、
中
心
市
街
地

に
に
ぎ
わ
い
を
作
り
出
す
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
開
始
し
、
６
月
に
第

回
開
催
を
迎
え

１００

ま
し
た
。
記
念
イ
ベ
ン
ト
に
は
お
神
輿
が

み

こ
し

登
場
し
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

春
と
秋
の
「
あ
か
ち
ゃ
ん
ハ
イ
ハ
イ
選

手
権
」
、
夏
の
流
し
そ
う
め
ん
大
会
、
冬

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
鍋
料
理
「
六
斎
な
べ
」
の

無
料
提
供
な
ど
、
手
作
り
の
楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
市
屋
台
ま
つ
り

開
催
日
時
…

月

日（
日
）午
後
１
時
～

１０

２０

７
時

開
催
場
所
…
今
市
市
街
地
国
道

号
１１９

毎
年

月
の
第
３
日
曜
日
に
開
催
さ
れ

１０

ま
す
。
今
市

市
街
地
大
通

り（
国

道

１１９

号
）に

彫

刻

屋
台
や
花
屋

台

台
が
繰

１０
り
出
し
、
屋

台
の
引
き
回

し
や
、
ぶ
っ

つ
け
と
呼
ば

れ
る
お
囃
子
の
競
演
が
に
ぎ
や
か
に
開
催

は
や

し

さ
れ
ま
す
。

集
結
す
る
屋
台
の
半
数
は
、
江
戸
末
期

か
ら
明
治
初
期
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
歴

史
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

二
十
三
夜
祭

開
催
日
時
…
毎
年
８
月

日
午
後
５
時
～

２３

８
時

開
催
場
所
…
追
分
地
蔵
尊

毎
年
８
月

日
に
開
か
れ
、「
お
さ
ん

２３

や
さ
ん
」
と

も
呼
ば
れ
て

い
る
二
十
三

夜
祭
。
追
分

地
蔵
尊
境
内

に
祭
ら
れ
て

い
る
二
十
三

夜
尊
の
お
祭

り
で
、
翌
日

迎
え
る
地
蔵

ド
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
路

上
ラ
イ
ブ
や

大
道
芸
、
小

物
作
り
教
室

な
ど
、
こ
の

日
だ
け
の
楽

し
み
が
凝
縮

さ
れ
た
イ
ベ

ン
ト
で
、
飲

み
歩
き
や
食
べ
歩
き
も
で
き
ま
す
。

フ
ラ
ワ
ー
ズ
プ
ラ
ザ
商
店
街
振
興
組

合
が
「
お
か
み
さ
ん
会
」
や
「
今
市
そ

ば
の
会
」、「
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｚ
Ａ
Ｎ
」
な
ど
の

レ

ン

ザ

ン

各
団
体
と
協
力
し
て
に
ぎ
わ
い
を
演
出

し
ま
す
。

２０１３年８月号１３

況
企
画
展
紹
介
⑫
「
木
和
田
島
弁

天
沼
湿
原
の
動
植
物
」（
そ
の
２
）

胸
弁
天
沼
湿
原
の
ト
ン
ボ

今
回
の
調
査
で
は
総
数

種
の
ト
ン

３６

ボ
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
前
回
の
調
査

（
１
９
８
８
年
～
１
９
９
０
年
、
１
９

９
４
年
）で
確
認
さ
れ
た
種
で
、
今
回

の
調
査
で
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
種
も

あ
り
、
確
認
種
総
数
は
減
少
傾
向
に
あ

る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
し
か
し
、
今
回

の
調
査
期
間
中
に
天
候
不
順
が
続
い
た

こ
と
で
ト
ン
ボ
の
発
生
も
影
響
を
受
け

た
可
能
性
が
あ
り
、
生
息
種
数
に
大
き

な
変
動
は
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

弁
天
沼
湿
原
で
多
く
見
ら
れ
る
ト
ン

ボ
は
、
モ
ー
ト
ン
イ
ト
ト
ン
ボ
、
キ
イ

ト
ト
ン
ボ
、
ハ
ラ
ビ
ロ
ト
ン
ボ
の
３
種

で
、
い
ず
れ
も
ア
ゼ
ス
ゲ
な
ど
草
丈
の

低
い
草
が
茂
っ
た
湿
原
に
生
息
し
て
い

ま
す
。

特
に
モ
ー
ト
ン
イ
ト
ト
ン
ボ
は
優
占

種
的
存
在
と
い
え
ま
す
。

全
体
と
し
て
み
る
と
、
弁
天
沼
湿
原

の
ト
ン
ボ
の
生
息
種
数
と
生
息
数
の
多

さ
に
は
特
筆
す
べ
き
も
の
が
あ
り
ま
す
。

胸
カ
ラ
カ
ネ
イ
ト
ト
ン
ボ
の
行
方

前
回
の
調
査
で
確
認
さ
れ
、
日
本
で

の
分
布
の
南
限
と
し
て
貴
重
な
存
在
と

さ
れ
た
カ
ラ
カ
ネ
イ
ト
ト
ン
ボ
は
、
今

回
の
調
査
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

そ
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
自
然
環
境

の
変
化
や
過
度
の
採
集
な
ど
人
為
的
な

要
因
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
生
息
を
否
定
す
る
こ
と
は

で
き
ず
、
今
後
も
調
査
を
続
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

◆
企
画
展
開
催
期
間

９
月

日（
日
）ま
で

２９

日
光
市
中
央
町

‐
１（
今
市
図
書
館
隣
）

緯（

）６
２
１
７

２９

２２

開
館
時
間
午
前
９
時
～
午
後
６
時（
入
館
無
料
）
休
館
日
月
曜
日
、
祝
日

且且

切り取ってご利用ください

歴
史
民
俗
資
料
館
通
信

歴
史
民
俗
資
料
館
通
信

〒３２１‐１４３１日光市山内２３８８‐３ TEL：５０‐１２００
ホームページ http://www.khmoan.jp/

且且且且

市市 民民 ׂׂ ҾҾ ݊݊
（１枚につき、５名様まで有効）

且且

虫を食べるモートンイトトン虫を食べるモートンイトトンボボ

連続講座 美術館でブックトーク～あなたに伝えたい美術の本～（全４回）

と き：８月２４日（土）午後２時～４時

場 所：美術館エントランスホール

講 師：大貫伸樹氏（装丁家、装丁挿絵史家、オブジェ制作家）

※当日は、大貫氏の書籍コレクションの一部を実際に見ることができます。

参 加 料：入館料のみで参加できます。

参加方法：美術館へ電話で申し込む

美術に関わる本の魅力を紹介する連続講座の２回目は、毎年、数

多くの書籍や雑誌の造本、装丁を手がけ、装丁史の研究者としても

活躍している、大貫伸樹氏によるブックトークです。
おお ぬき しん じゅ

夏の企画展「生誕１２０年 木村荘八」展の開催に併せて、木村荘八

の挿絵と装丁をテーマにお話しします。

「本の装丁・挿絵」に視点をおいて収集した書籍が１万冊にもおよぶ

コレクションとなるほど、大貫氏を引きつけてやまない本の魅力を、

ぜひ、ご堪能ください。

２回目〈絵で綴る文学 木村荘八
つづ

の挿絵と装丁〉
きむらしょうはち

ジンジャくんと美術館スタッフ

大貫伸樹氏




